























































































































つ い ひ ぢ
比地三
み え
枝、天野真由美、大路小千代、佐藤ひとみ、濱嶋なぎさ、
太田　浩美、櫛原　秀之、中野　祐往、後藤　康友、野村　史郎
<はじめに>近年、わが国では乳がん罹患患者数が11人に1人と増加傾向である。こ
のため、乳がんについて正しい知識を広め早期発見をするため検診の受診を推進す
ることを目的に、ピンクリボン運動が広く行われている。当院では、2013年から ｢ピ
ンクリボンフェスティバル｣を院内で開催しており、その取り組みについて報告する。
<当院でのピンクリボン運動の目的>乳がんの正しい知識や早期発見･診断･治療の大
切さを知り、自己検診や乳がん検診を受けるよう、一般市民や職員とその家族に啓
蒙活動を行う　<取り組み内容>1,院外への広報活動:当院ホームページや地方誌掲載,
近隣施設や地域自治体へチラシ配布　2,院内でのPR活動:院内飾りつけ,ポスター掲示
やチラシの設置,ピンクリボンパンの販売　3,他団体の賛同参加:近隣子供会,中・高等
学校,一般ダンスサークル　4,イベントの開催:講演（医師･サバイバー）や対談,ハートら
ちゃん出演,ステージ（ダンスなど），乳がん啓発コーナー,メッセージなど<結果･まと
め>第１回イベントは、職員ボランティア43名にて運営し、参加者67名だった。会を
重ねる毎に、ボランティアも増え、第５回では院内外ボランティア75名、参加者363
名となった。近隣の中高年の参加が多かった1回目に比べ、地域住民による参加企画
を増やすことで、親子連れの家族･友人など参加者も増えた。参加者からは、｢家族や
友人に伝えたい｣｢検診を受けます｣などのメッセージがあり、乳がん検診の重要性を
理解して頂けた。当院は地域医療支援病院・がん診療連携拠点病院として，地域に
根付いたピンクリボン運動に取り組むことで、乳がん検診受診率の増加に繋がるよ
う今後も継続した啓蒙活動を行う方針である。
P2-50
Linux系統OS　CentOSを使用した部門統合管理
システムの構築
福井赤十字病院　中央放射線部
○秋
あきた
田　直
なおあき
昭
【目的】
中央放射線部では、電子カルテシステム導入時を起点に、部内ファイル共有システムと
して、WindowsPCを利用したWebサーバを運用してきた。しかし利用者増加に伴う、同
時アクセス制限により利用制限を受けることが多くなった。WindowsOSバージョンアッ
プでの対応も、Webサーバ構築自体が未知の障壁を伴い、安定した環境の構築が困難と
なった。
【内容】
商用LinuxのOS系統の、CentOSを導入することにより諸問題を解決した。従来使用して
いたPHP言語アプリケーションのPukiwikiを主体とした、ファイル共有システムをより
快適に構築し、Perl言語のCGI、最近では、ファイルメーカーのWeb配信システムを統合
し、複数のソフトやサービスを違和感なく同じ操作で利用できるシームレス化を実現し
運用している。これらは、各部門のファイルやマニュアル共有だけではなく、労務管理、
医療安全管理、知的財産管理等の機能を内在した統合管理システムを目指している。
これらはインターネットエクスプローラーなどのWebブラウザで閲覧、修正できるため、
電子カルテ端末より操作できる。
今回新たに、QCサークル活動の一環として行ったCT検査に関わるリスクの未然防止シ
ステムを統合管理システムの中で実現し運用している。
リスクの抽出は、ボトムアップ法により行い、対策状況を危険指数として評価した。
Pukiwikiアプリケーション内の表組み機能拡張を用いることで、繰り返し起こるヒヤリ・
ハットや、新規の事象をリアルタイムで入力、共有することが可能となり、頻度の高い
リスクを自動並び替え機能で常に上位で意識することで、長期記憶への定着を期待でき、
リスクの未然防止につながると考える。
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